
(57)【要約】

【課題】　中型或は小型の液晶パネルを複数接ぎ合わせ

た大型の液晶パネルを作成するマルチ液晶パネルの製造

方法において、表示の違和感を生じさせないマルチ液晶

パネルの製造方法を提供することを課題とする。

【解決手段】　片端子型のアレイ側基板２１と、このア

レイ側基板と構造において対称となるアレイ側基板２１

´とを用いて、異なる二種類の液晶パネル２０ａ、２０

ｃを製造し、端子部が形成された辺２３、２３´と反対

側の辺２４、２４´において継ぎ合わせることによりマ

ルチ液晶パネル１０を製造することにより、マルチ液晶

パネル１０の継ぎ目が目立つことによる表示の違和感を

抑え、またカラーフィルタの配置が左右逆になることに

よる表示の違和感、更にはカラーフィルタ基板が上下逆

になることによる表示の違和感を抑えることができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ て 製 造 す る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法 に お い て 、
　 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 用 い 、 端 子 部 側 端 面 と は 反 対 側 の 端 面 を そ れ ぞ れ
対 向 さ せ る よ う に 配 置 し 、 そ し て 異 な る 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル 同 士 を 接 ぎ 合 わ せ る こ と を 特
徴 と す る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ て 製 造 す る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法 に お い て 、
　 ま ず 、 構 造 が 対 称 と な る ア レ イ 側 基 板 を 用 い て 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 製
造 し 、
　 次 に 、 端 子 部 側 端 面 と は 反 対 側 の 端 面 を そ れ ぞ れ 対 向 さ せ る よ う に し て 配 置 し 、 そ し て
異 な る 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル 同 士 を 接 ぎ 合 わ せ る こ と を 特 徴 と す る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ て 製 造 す る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法 に お い て 、
　 ま ず 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 順 が 逆 と な る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 用 い て 異 な る 二 種 類 の
片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 製 造 し 、
　 次 に 、 端 子 部 側 端 面 と は 反 対 側 の 端 面 を そ れ ぞ れ 対 向 さ せ る よ う に 配 置 し 、 そ し て 異 な
る 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル 同 士 を 接 ぎ 合 わ せ る こ と を 特 徴 と す る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を そ れ ぞ れ ２ 枚 ず つ 用 い て マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を
製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を そ れ ぞ れ ２ 枚 以 上 用 い て マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を
製 造 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 中 ・ 小 型 の 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ て 大 型 の 液 晶 パ ネ ル を 形 成 し て な る
、 所 謂 マ ル チ パ ネ ル を 用 い た マ ル チ パ ネ ル 型 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 屋 外 テ レ ビ 放 送 や 屋 外 広 告 等 に 用 い る 液 晶 表 示 装 置 は 、 そ の 大 き さ が 大 き け れ
ば 大 き い ほ ど 、 よ り 多 く の 人 が 観 察 す る こ と が で き 、 ま た 迫 力 を 与 え る と 共 に よ り 強 い 印
象 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 大 き な 液 晶 表 示 装 置 を 一 枚 の 液 晶 パ ネ ル で 作 成 す る こ と は 、 製 造 装 置 や 製 造
プ ロ セ ス 等 の 関 係 で 現 実 に は 容 易 で は な い 。 そ こ で 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ
う な 、 中 型 或 は 小 型 の 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ た 大 型 の 液 晶 パ ネ ル を 作 成 し た マ ル チ
液 晶 パ ネ ル が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ６ ６ ２ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 マ ル チ パ ネ ル を 構 成 す る 液 晶 パ ネ ル は 、 通 常 大 き さ の 異 な る 一 対 の ガ ラ ス 基 板 間 に 液 晶
を 狭 持 し た も の で あ る 。 こ の よ う な 液 晶 パ ネ ル を 用 い て マ ル チ パ ネ ル を 構 成 し た も の を 図
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３ に 示 す 。 な お 図 に お い て Ｒ と Ｇ と Ｂ に つ い て 示 し て い る の は 、 液 晶 パ ネ ル に お け る カ ラ
ー フ ィ ル タ 基 板 の カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 の 順 を 拡 大 し て 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ３ 左 上 に 表 示 す る 液 晶 パ ネ ル １ は Ｔ Ｖ 用 や モ ニ タ ー 用 に 用 い ら れ る サ イ ズ 、 例 え ば １
５ イ ン チ 程 度 の 液 晶 パ ネ ル で あ る 。 液 晶 パ ネ ル １ は 上 記 の よ う に 一 対 の ガ ラ ス 基 板 間 に 液
晶 を 狭 持 し て お り 、 ま た 所 謂 額 縁 部 分 に お い て ゲ ー ト 端 子 、 ソ ー ス 端 子 等 の 表 示 に 用 い ら
れ る 端 子 が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 端 子 は 基 板 上 、 或 は フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 介 し て 、 表
示 用 の 各 ド ラ イ バ へ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 液 晶 パ ネ ル １ を ４ 枚 用 い て マ ル チ パ ネ ル を 構 成 す る と 、 図 ３ に 示 す よ う に 右 上 に 示
す 位 置 に 配 置 さ れ た 液 晶 パ ネ ル １ は 、 左 上 に 示 す 液 晶 パ ネ ル １ に 対 し て 表 裏 逆 に な る 。 そ
し て ３ つ の サ ブ 画 素 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ で 構 成 さ れ る 画 素 の 配 置 も 逆 に な る 。 ま た 左 下 に 示 す 位 置
に 配 置 し た 場 合 に も 液 晶 パ ネ ル １ は 、 左 上 に 示 す 液 晶 パ ネ ル １ に 対 し て 表 裏 逆 に な っ て し
ま う 。 ま た 右 下 に 示 す 位 置 に 液 晶 パ ネ ル １ を 配 置 す る と 、 左 上 に 示 す 液 晶 パ ネ ル １ に 対 し
て 、 ３ つ の サ ブ 画 素 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ で 構 成 さ れ る 画 素 の 配 置 も 逆 に な る 。 な お 破 線 で 示 し て い
る の は 液 晶 パ ネ ル １ に お け る 一 対 の 基 板 の う ち 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 観 察 者 側 に 位 置 し
て い な い 状 態 で の カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ３ の Ａ － Ａ ´ の 断 面 図 を 図 ４ に 示 す 。 な お 本 来 一 対 の 基 板 間 に 狭 持 さ れ て い る 液 晶 に
つ い て は 図 示 し て い な い 。 図 示 す る よ う に 左 下 に 位 置 す る 液 晶 パ ネ ル １ は 、 左 上 に 位 置 す
る 液 晶 パ ネ ル １ と カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 逆 に な る 。 ま た 右 下 に 位 置 す る 液 晶 パ ネ ル １ は 、
左 上 に 位 置 す る 液 晶 パ ネ ル １ と カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 が 左 右 反 転 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 一 枚 の 液 晶 パ ネ ル １ を 用 い て マ ル チ パ ネ ル を 構 成 し よ う と す る と 、 カ ラ ー フ
ィ ル タ の 配 置 が 左 右 逆 に な る こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 、 ま た カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 上 下 逆
に な る こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 本 出 願 人 は 本 願 に 先 立 っ て 、 表 示 ム ラ の 発 生 を 抑 制 す る 等 の 目 的 で 片 端 子 型 液 晶 パ
ネ ル に 関 す る 特 願 ２ ０ ０ ３ － １ ２ ９ ４ ２ ９ を 行 っ て い る 。 こ の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 用 い
て マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 構 成 す る と 、 液 晶 パ ネ ル の 継 ぎ 目 が 目 立 た な い 等 の 優 れ た 特 徴 を 有
し て い る 。 し か し な が ら こ の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 一 枚 用 い て マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 構 成 し
よ う と し て も 、 上 記 と 同 様 の 問 題 が 生 じ る 。 つ ま り カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 が 左 右 逆 に な る
こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 が 生 じ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 こ の よ う な 中 型 或 は 小 型 の 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ た 大 型 の 液 晶
パ ネ ル を 作 成 す る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 表 示 の 違 和 感 を 生 じ さ せ な い マ
ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 本 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ て
製 造 す る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 用
い 、 端 子 部 側 端 面 と は 反 対 側 の 端 面 を そ れ ぞ れ 対 向 さ せ る よ う に 配 置 し 、 そ し て 異 な る 片
端 子 型 液 晶 パ ネ ル 同 士 を 接 ぎ 合 わ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 請 求 項 ２ に 記 載 の 本 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ て 製 造 す る マ ル チ 液 晶 パ
ネ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 ま ず 、 構 造 が 対 称 と な る ア レ イ 側 基 板 を 用 い て 異 な る 二 種 類 の
片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 製 造 し 、 次 に 、 端 子 部 側 端 面 と は 反 対 側 の 端 面 を そ れ ぞ れ 対 向 さ せ
る よ う に し て 配 置 し 、 そ し て 異 な る 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル 同 士 を 接 ぎ 合 わ せ る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 ま た 請 求 項 ３ に 記 載 の 本 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ て 製 造 す る マ ル チ 液 晶 パ
ネ ル の 製 造 方 法 に お い て 、 ま ず 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 順 が 逆 と な る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板
を 用 い て 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 製 造 し 、 次 に 、 端 子 部 側 端 面 と は 反 対 側 の
端 面 を そ れ ぞ れ 対 向 さ せ る よ う に 配 置 し 、 そ し て 異 な る 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル 同 士 を 接 ぎ 合
わ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 液 晶 パ ネ ル の 継 ぎ 目 が 目 立 つ こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 を 抑 え 、
ま た カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 が 左 右 逆 に な る こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 、 更 に は カ ラ ー フ ィ ル
タ 基 板 が 上 下 逆 に な る こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 を 抑 え た マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お け る マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 方 法 は 、 液 晶 パ ネ ル を 複 数 接 ぎ 合 わ せ て マ ル チ
液 晶 パ ネ ル を 形 成 す る 際 に 、 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を 用 い 、 端 子 部 側 端 面 と
は 反 対 側 の 端 面 を そ れ ぞ れ 対 向 さ せ る よ う に 配 置 し 、 そ し て 異 な る 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル 同
士 を 接 ぎ 合 わ せ て マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 本 発 明 に よ る 製 造 方 法 に よ り 製 造 し た マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 示 す 。 マ ル チ 液 晶 パ ネ
ル １ ０ は 、 ４ 枚 の 液 晶 パ ネ ル を 接 ぎ 合 せ た も の で あ る 。 な お 図 に お い て Ｒ と Ｇ と Ｂ に つ い
て 示 し て い る の は 、 液 晶 パ ネ ル に お け る カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 の カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 の 順 を
拡 大 し て 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の う ち 、 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ と は 同 一 の 液 晶 パ ネ ル で あ る 。 ま た 液 晶 パ ネ ル ２
０ ｃ 、 ２ ０ ｄ と は 同 一 の 液 晶 パ ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ａ に つ い て 説 明 す る と 、 走 査 線 や 信 号 線 を 格 子 状 に 形 成 す る と 共 に 、 走
査 線 と 信 号 線 の 交 差 部 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、 各 画 素 に 応 じ て 画 素 電
極 が 形 成 さ れ た ア レ イ 側 基 板 ２ １ と 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ ３ 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 各 画 素 に 対 応 し
て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ と い う 順 に 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ２ ２ と を 、 対 向 さ せ て 配 置 し 、
両 基 板 間 に 液 晶 層 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 す る よ う に し て 作 ら れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て ア レ イ 側 基 板 ２ １ に 形 成 さ れ る 走 査 線 及 び 信 号 線 は 、 各 々 の 線 に そ れ ぞ れ の 信 号
を 供 給 す る ド ラ イ バ と 接 続 す る た め の 端 子 部 を 一 辺 側 ２ ３ に 集 め た 、 所 謂 片 端 子 型 と な る
よ う 形 成 さ れ て い る 。 な お こ の 片 端 子 型 の 詳 細 に つ い て は 、 本 出 願 人 の 先 願 で あ る 特 願 ２
０ ０ ３ － １ ２ ９ ４ ２ ９ 等 に 記 載 さ れ て い る 。 こ の よ う な 片 端 子 型 の 液 晶 パ ネ ル は 、 マ ル チ
液 晶 パ ネ ル を 形 成 す る 際 に 、 接 ぎ 合 せ 部 で 問 題 と な る 額 縁 部 分 の 削 減 等 に 非 常 に 有 効 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ｂ も 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ａ と 同 一 の も の で あ り 、 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ａ と
同 様 に ア レ イ 側 基 板 ２ １ と カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ２ ２ と を 対 向 さ せ て 、 両 基 板 間 に 液 晶 層
を 形 成 す る よ う に し て 作 ら れ て い る も の で あ り 、 ド ラ イ バ 接 続 の た め の 端 子 部 を 一 辺 側 ２
３ に 集 め た 片 端 子 型 の 液 晶 パ ネ ル と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ｃ に つ い て 説 明 す る と 、 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ａ と 同 様 に 、 走 査 線 や 信 号 線 、
ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 画 素 電 極 が 形 成 さ れ 、 ま た ド ラ イ バ 接 続 の た め の 端 子 部 を 一 辺 側 ２ ３
´ に 集 め た 片 端 子 型 の ア レ イ 側 基 板 ２ １ ´ と 、 一 定 の 配 置 順 で カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ
た カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ２ ２ ´ と を 対 向 配 置 し 、 両 基 板 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る よ う に し て
作 ら れ て い る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の と き 、 ア レ イ 側 基 板 ２ １ ´ の 走 査 線 、 信 号 線 等 の 配 置 は 、 端 子 部 が 形 成 さ れ た 辺 ２
３ と 反 対 側 の 辺 ２ ４ に 対 し 、 ア レ イ 側 基 板 ２ １ と 線 対 称 に な る よ う 、 そ の よ う な マ ス ク パ
タ ー ン を 用 い て パ タ ー ン ニ ン グ す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ２ ２ ´ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 順 は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基
板 ２ ２ の カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 順 と 同 様 に Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ｄ も 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ｃ と 同 一 の も の で あ り 、 ア レ イ 側 基 板 ２ １ と
線 対 称 な ア レ イ 側 基 板 ２ １ ´ と 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 順 が カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ２ ２ と
同 様 な カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ２ ２ ´ と を 対 向 さ せ て 、 両 基 板 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る よ う に
し て 作 ら れ て い る も の で あ り 、 ド ラ イ バ 接 続 の た め の 端 子 部 を 一 辺 側 ２ ３ ´ に 集 め た 片 端
子 型 の 液 晶 パ ネ ル と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う に 製 造 し た 、 二 種 類 の 片 端 子 型 の 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ａ （ ２ ０ ｂ ） 、 ２ ０ ｃ （ ２ ０
ｄ ） を 、 そ れ ぞ れ カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ２ ２ 、 ２ ２ ´ が 観 察 者 側 に 位 置 す る よ う に 配 置 す
る と 共 に 、 端 子 部 が 形 成 さ れ た 辺 ２ ３ 、 ２ ３ ´ と 反 対 側 の 辺 ２ ４ 、 ２ ４ ´ を 対 向 さ せ て 配
置 し 、 異 な る 液 晶 パ ネ ル ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｃ と を 接 ぎ 合 わ せ て 、 マ ル チ 液 晶 パ ネ ル １ ０ を 製 造
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 片 端 子 型 の ア レ イ 側 基 板 と 、 こ の ア レ イ 側 基 板 と 構 造 に お い て 対 称 と な る
ア レ イ 側 基 板 と を 用 い て 、 異 な る 二 種 類 の 液 晶 パ ネ ル を 製 造 し 、 端 子 部 が 形 成 さ れ た 辺 と
は 反 対 側 の 辺 に お い て 継 ぎ 合 わ せ る こ と に よ り マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 す る こ と に よ り 、
液 晶 パ ネ ル の 継 ぎ 目 が 目 立 つ こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 を 抑 え 、 ま た カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置
が 左 右 逆 に な る こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 、 更 に は カ ラ ー フ ィ ル タ 基 板 が 上 下 逆 に な る こ と
に よ る 表 示 の 違 和 感 を 抑 え た マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 実 施 例 に お い て は 、 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を そ れ ぞ れ ２ 枚 ず つ 用 い
て 、 ４ 枚 の 液 晶 パ ネ ル で マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 し て い る が 、 マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を ４ 枚 の
液 晶 パ ネ ル で 構 成 す る こ と に 限 定 す る も の で は な い 。 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル
を ３ 枚 ず つ 、 或 は そ れ 以 上 の 枚 数 を 用 い て マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 し て も よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ は 本 発 明 に よ る 製 造 方 法 に よ り 製 造 し た マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 他 の 実 施 例 を 示 す 。 マ
ル チ 液 晶 パ ネ ル １ １ は 、 異 な る 二 種 類 の 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ と を そ れ ぞ れ ２ 枚 ず つ
用 い 、 計 ４ 枚 の 液 晶 パ ネ ル を 接 ぎ 合 わ せ て 製 造 さ れ て い る 。 な お 図 ２ の （ Ａ ） に は 異 な る
２ 枚 の 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ に つ い て 示 し て お り 、 図 ２ の （ Ｂ ） に は マ ル チ 液 晶 パ ネ
ル １ １ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ａ と 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ｂ と は 異 な る 片 端 子 型 の 液 晶 パ ネ ル で あ る 。 片 端 子
型 の 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ａ は 、 走 査 線 や 信 号 線 を 格 子 状 に 形 成 す る と 共 に 、 走 査 線 と 信 号 線 の
交 差 部 に ス イ ッ チ ン グ 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、 各 画 素 に 応 じ て 画 素 電 極 が 形 成 さ れ 、
ま た ド ラ イ バ 接 続 の た め の 端 子 部 を 一 辺 側 ３ ３ に 集 め た ア レ イ 側 基 板 ３ １ と 、 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ
３ 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 各 画 素 に 対 応 し て Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ と い う 順 に 形 成 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル
タ 側 基 板 ３ ２ と を 対 向 さ せ て 配 置 し 、 両 基 板 間 に 液 晶 層 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 す る よ う に し
て 作 ら れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 片 端 子 型 の 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ｂ は 、 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ａ と 同 様 の ア レ イ 側 基 板 ３ １ を 用 い て
製 造 さ れ て い る 。 ア レ イ 側 基 板 ３ １ と 対 向 さ せ て 配 置 さ れ る カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ３ ２ ´
は 、 各 画 素 に 対 応 し て 形 成 さ れ る Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ ３ 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ が カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基
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板 ３ ２ と は 反 対 の 順 、 つ ま り Ｂ 、 Ｇ 、 Ｒ と い う 順 に 形 成 さ れ て 製 造 さ れ て い る 。 こ の よ う
に 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ｂ は 、 ア レ イ 側 基 板 ３ １ と カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板 ３ ２ ´ と を 対 向 さ せ て
配 置 し 、 両 基 板 間 に 液 晶 層 を 形 成 す る よ う に し て 製 造 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 製 造 し た 、 二 種 類 の 片 端 子 型 の 液 晶 パ ネ ル ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ を 、 そ れ ぞ れ カ ラ
ー フ ィ ル タ 側 基 板 ３ ２ 、 ３ ２ ´ が 観 察 者 側 に 位 置 す る よ う に 配 置 す る と 共 に 、 端 子 部 が 形
成 さ れ た 辺 ３ ３ と 反 対 側 の 辺 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ を 互 い に 対 向 さ せ て 配 置 し 、 異 な る 液 晶 パ ネ
ル ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ と を 接 ぎ 合 わ せ て 、 マ ル チ 液 晶 パ ネ ル １ １ を 製 造 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 順 が 逆 と な る 二 種 類 の 片 端 子 型 の 液 晶 パ ネ ル を 用 い 、
端 子 部 が 形 成 さ れ た 辺 と は 反 対 側 の 辺 に お い て 継 ぎ 合 わ せ る こ と に よ り マ ル チ 液 晶 パ ネ ル
を 製 造 す る こ と に よ り 、 液 晶 パ ネ ル の 継 ぎ 目 が 目 立 つ こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 を 抑 え 、 ま
た カ ラ ー フ ィ ル タ の 配 置 が 左 右 逆 に な る こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 、 更 に は カ ラ ー フ ィ ル タ
基 板 が 上 下 逆 に な る こ と に よ る 表 示 の 違 和 感 を 抑 え た マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 異 な る 二 種 類 の 液 晶 パ ネ ル は 、 こ の 液 晶 パ ネ ル を 構 成 す る ア レ イ 側 基 板 に つ い て
は ど ち ら も 同 様 の も の を 用 い て い る た め 、 ア レ イ 側 基 板 作 成 の た め の パ タ ー ニ ン グ 用 マ ス
ク 等 を 別 々 に 設 け る 必 要 が な い た め 、 マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 製 造 コ ス ト を 削 減 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 実 施 例 に お い て は 、 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を そ れ ぞ れ ２ 枚 ず つ 用 い
て 、 ４ 枚 の 液 晶 パ ネ ル で マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 し て い る た め 、 マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造
す る 上 で 広 い 場 所 を 必 要 と し な い た め 、 ひ い て は 製 造 コ ス ト の 削 減 に つ な が る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か し な が ら 、 マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を ４ 枚 の 液 晶 パ ネ ル で 構 成 す る こ と に 限 定 す る も の で
は な い 。 異 な る 二 種 類 の 片 端 子 型 液 晶 パ ネ ル を ３ 枚 ず つ 、 或 は そ れ 以 上 の 枚 数 を 用 い て マ
ル チ 液 晶 パ ネ ル を 製 造 し て も よ い 。 こ の よ う な マ ル チ 液 晶 パ ネ ル は よ り 大 き な 表 示 を 可 能
と す る た め 、 観 察 者 に よ り 迫 力 の あ る 映 像 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 製 造 方 法 に よ り 製 造 し た マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 一 つ の 実 施 例 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 製 造 方 法 に よ り 製 造 し た マ ル チ 液 晶 パ ネ ル の 他 の 実 施 例 を 示 す 。
【 図 ３ 】 従 来 の 技 術 に よ り 製 造 し た マ ル チ 液 晶 パ ネ ル を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 従 来 の マ ル チ 液 晶 パ ネ ル に お け る Ａ － Ａ ´ の 断 面 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ ０ 　 マ ル チ 液 晶 パ ネ ル
２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 、 ２ ０ ｃ 、 ２ ０ ｄ 　 液 晶 パ ネ ル
２ １ 、 ２ １ ´ 　 ア レ イ 側 基 板
２ ２ 、 ２ ２ ´ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 側 基 板
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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24&#39;来制造多液晶面板10，抑制了由于多液晶面板10的明显的接合
而引起的显示不舒适，并且颜色 可以抑制由于滤色器的左右布置而引起
的显示不舒适以及由于滤色器基板的上下颠倒而引起的显示不舒适。 [选
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